
 
 

 

 

第１回 江戸のはじまり 
 

はじめに  

    ・本講座のねらい     

 

１ 「江戸」という地名 

（１）「戸」の付く地名  

・「江戸」地名の初見史料 

・東京下町界隈には「戸」の付く地名が多い 

（２）「戸」地名は何を物語るのか 

・地名を紐解く方法  

  

２ 江戸・東京の下町と東京低地 

  （１）江戸と東京の下町 

    ・拡大する町場 

    ・精神的な境界 

  （２）東京低地の範囲と特徴 

    ・武蔵野台地と下総台地の間に広がる低地帯 

・関東平野と東京低地 

 

３ 東京低地の形成 

  （１）地球環境の変化と東京 

    ・海水面の高さの変化と海岸線 

    ・寒冷期（旧石器時代）と温暖期（縄文時代） 
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  （２）縄文海進後の陸化 

    ・陸化のしくみ 

    ・微高地の形成 

 

３ 東京低地のフロンティア 

  （１）未開の地への進出 

    ・微高地と集落 

  （２）遺物が物語る開発 

    ・外来系土器 

    ・最先端の技術 

  （３）古代国家形成期の東京低地 

    ・地域性 

    ・海と上流部を繋ぐ 

 

４ 東京低地に築かれた古墳 

  （１）古墳と集落の分布 

    ・古墳時代中期の様相 

    ・古墳時代後期の様相 

  （２）埴輪と石室石材 

    ・下総型埴輪と 

    ・磯石の分布 

  （３）ヤマト王権と東京低地東部 

    ・渡来文化の伝播 

    ・「高橋氏文」と房総 

 

おわりに 

    ・古代の東京低地は閉鎖的で鄙びた「場」ではない、なぜ？ 

  

 

＜主な参考文献＞ 

谷口 榮 『増補改訂版 江戸東京の下町と考古学―地域考古学のすすめ―』（雄山閣 2019） 

 谷口 榮『東京下町の前方後円墳 柴又八幡神社古墳』（新泉社 2020） 

谷口 榮『都市計画家 徳川家康』（株式会社エムディエヌコーポレーション 2021） 

 

 ■次回 10 月 1 日（土）10:00～12:00「江戸の開発と江戸氏」  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 東京湾岸の沖積層基底の埋没地形図（貝塚爽平『平野と海岸を読む』岩波書店 1992） 

図２ 関東平野の変貌を示す立体模型図（貝塚爽平『日本の平野と海岸』岩波書店 1985） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 東京低地地形分類図 

（久保純子ほか『日本の地形４ 関東・伊豆小笠原』東京大学出版 2001 に彩色） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 東京低地と上流部の地形段彩図（谷口 2020） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 東京低地周辺の古墳時代遺跡分布図 

図６ 石室石材と埴輪の分布（谷口 2020） 

（谷口 2020） 


